
 

 

令和４年度(2022年度) 事業報告書 

 

運営主体：社会福祉法人大阪府社会福祉事業団  

施設名：豊中市立養護老人ホーム永寿園とよなか  

 

 

１．事業の執行概要    

  令和４年度において、施設の取り組みとしては、“地域と共に”わたしら

しく生きる“という運営方針を掲げ、入所者がこの地に暮らしていることを

実感できるよう、「仕事」を通して人と人との繋がりを感じ、自ら輝ける居

場所となるよう、パン販売やMOEカフェの運営、併設特養での繕い仕事

等、仕事に対する対価として「生きがい支援ポイント」を付与することで、

やりがいや達成感の醸成に繋げることができました。これらの経験を通し

て、外部への就労や在宅復帰を意識した生活支援への足掛かりとなりまし

た。地域の拠り所としては、地域交流スペースで「ぐんぐん元気塾」や「子

育てサロン」と地域向けに開放を行い、屋上や近隣借用農地を活用し、入所

者と一緒に育てた野菜を収穫して、ももの会で提供することができました。

コロナ禍で直接の交流はできなかったが、間接的に地域との繋がりを深める

ことができました。新型コロナウイルス感染症予防策の継続として、標準予

防策の徹底とワクチン接種の継続的な支援に取り組み、入所者に必要なサー

ビスが安定的かつ継続的に提供できるよう、事業継続計画（BCP）の作成を

行いました。 

 

２．令和４年度ステップアップ事業・重点項目   

（１）自ら輝ける居場所づくり 

単身で外出や買い物が困難な入所者に対する支援の一つとして、定期的に地

域の外出できる買物バスを毎月一回以上定期便で運行し、買い物支援を実施す

る目標を立て、入所者の希望に沿って出かけました。コロナ禍で外出の機会が

奪われてしまい、買い物代行や通信販売による買い物が中心の時期もありまし

たが、withコロナの流れの中でも、自身で日用品などを直接手に取り購入でき

るような機会を設けることができました。その他にも自立支援の一環として、

実施している清掃活動やパン販売はもちろん、カフェの運営や特養における食

器洗浄などを「仕事」としてプログラム化し、活躍できる体制を整えました。 

 仕事プログラムの取り組みでは、事例を 2件以上報告することを目標に取り

組み、「MOEカフェ」「併設特養での繕い仕事」「パン販売」の内容で参加入所

者を募り、参加希望入所者とは面談を通して昔就いていた仕事や得意なこと、

これからしてみたい事等を伺い、適正も考慮しました。「MOEカフェ」では、



 

 

キッチン担当とホール担当をつくり、「パン販売」では、パンの陳列や営業な

どの呼び込み、開始直ぐは電卓を使用していたため、うまく計算ができず金銭

の受け渡しに苦慮しましたが、そろばんを使用してもらったところ、間違える

ことなく計算ができ、金銭のやり取りが可能となりました。このように個々に

合わせたアセスメントを基にシミュレーションを重ね、仕事に取り組む意識を

持っていただきました。報酬として、500円分の QUOカード(30分従事すれ

ば 1ポイント付与し、10ポイントで支給する生きがい支援ポイント制)を設定

し、各月に 1度～2度の開催でしたが、意欲的に仕事に取り組まれた結果、3

名の方に 2枚、1名に 1枚の QUOカードを支給できました。「併設特養の繕い

仕事」は１名応募され、就労予定でしたが体調不良になられ実施できませんで

した。 

  

（２）質の高いサービスの提供 

①入所者の ADL状況に応じて、屋上や隣接する借用農地を使い分け、野菜

作りでは、水やりや草抜きなどをコロナ禍でも行える活動として取り組み、野

菜が育って実る過程を見て、また収穫した野菜を管理栄養士の健康レシピと一

緒に地域のももの会で配布しました。 

 ②重度化に対応するために、一般・特定契約が適正かの見直しを行い、 

介護科長や OSJ研修・研修センターによる介護技術研修を行い、介護職員の

スキルアップを行いました。 

 

３．地域公益事業への取り組み    

地域ニーズに応じた支援体制に向けて 

地域の拠点づくりに向けて、感染症対策に留意しながら地域向けの公開

講座を実施しました。認知症サポーター養成講座についても少人数での開

催を行い、5回実施しました。 

地域交流室は、中止していた地域の方への開放を、感染症対策を徹底し

ながら毎月の東泉丘校区福祉委員会地域連携会議にご利用頂き、10月から

は「ぐんぐん元気塾」の場としても活用して頂いています。 

感染症予防のため、実習生の受け入れと、入所者と交流があるクラブ活

動などのボランティアの受け入れは中止継続していますが、書道クラブの

ボランティア 1名は同一敷地内のスタッフで継続して協力を得ています。 

 

 

 

 

 



 

 

４．施設管理    

（１）建物設備等の管理  

日常点検表をもとに点検を実施すると共に、設備等に関しては水質検

査、昇降機点検、消防設備点検等、専門業者と委託契約を締結し、適切な

維持管理に努め、異常や損傷がある場合には、豊中市長寿社会政策課へ報

告し、機器類については適宜修繕を行いました。 

 

（２）災害時における備え   

非常災害時の対応としては、計画に沿って以下の訓練を実施しました。 

令和 4年 5月 25日（避難訓練) 

令和 4年 7月 21日（総合防災訓練） 

令和 4年 9月 27日（避難訓練） 

令和 4年 11月 30日（夜間想定避難訓練） 

令和 5年 3月 22日（避難訓練） 

 

５．職員の労務管理について  

職員個々で管理ができる就労システムが導入されたことで、無駄な業務

時間の削減をすることができました。年次有給休暇を計画的に取得し、平

均 10日取得することができ、職員のリフレッシュの機会の確保に繋げるこ

とができました。また職員全員と定期的に面談を行い、本人と相談しなが

ら体調に合わせた勤務時間や業務内容を計画し、働きやすい環境を整備し

ました。 

外国人留学者をアルバイトとして受け入れ、現在は本人希望で補助では

なく介護職員として従事すべく、スキルアップを図っており、日本語の習

得に加え介護補助業務にも従事していただくことができ、外国人福祉人材

の受け入れ態勢を整えることができました。 

新型コロナウイルス感染症への対応では、法人の研修・研修センターの

感染対策室と随時意見交換を行い、最新の情報を職員に周知しました。サ

ージカルやマスクやアルコールなどの必要物品の安定した確保に努めると

共に、同居家族を含め陽性の疑い・発症があった際は、併設の診療所と連

携しながら、速やかに職員に対して必要な検査を行うことで、コロナ禍に

おいても安心して従事できる環境の維持に努めました。 

その他にも、法人より職員の生活を応援するため、全職員を対象に米の

現物支給がありました。 
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